
第１７５回島原市民文化講座 

江 川 紹 子 講 演 会
『大火砕流に消ゆ』の著者が語る 

～雲仙普賢岳噴火災害から私が学んだこと～ 

1958（昭和33）年8月4日、東京都杉並区内で生まれる。
　早稲田大学政経学部卒。1982（昭和57）年4月から1987（昭和62）年12月まで、神奈川新聞社で社会部記
者として勤務。その後、 29歳で退社しフリージャーナリストとして活躍。1989（平成元）年11月に、坂本
堤弁護士とその家族が行方不明となって以来、オウム真理教問題と関わるようになり、1995年には一連のオ
ウム真理教報道で菊池寛賞受賞。併行して、いくつかの冤罪事件や警察の問題、雲仙・普賢岳の噴火災害を
メインに災害の取材などを行う。
　その後1997年秋から99年3月までNHKの「青春探検」のレポーターとして、98年春から今年春まで、NHK教
育テレビの「少年少女プロジェクト　聞きたい！10代の言い分」では聞き手としてなど、その活動は多岐に
わたり、現在も活躍中である。

　本年１１月、全国の火山関係者並び地元関係者が多数参加して世界の火山関係者と意見交換を

する会議「火山都市国際会議島原大会」を開催します。

　この大会を市民皆様で盛り上げていただくための前行事（プレイベント）として、災害下の島

原に頻繁に足を運ばれ、現在もジャーナリズムの一線で活躍されている江川紹子さんをお招きして、

講演会（第175回　市民文化講座）を実施します。

　皆様お誘いの上、多数のお越しをお待ちしています。

火山都市国際会議島原大会開催記念 

島原復興アリーナ
サブアリーナ（島原市平成町）

□１３時 開場
□１３時３０分 開演～１５時３０分 終演　予定

平成１９年６月３日（日）

主　　催：火山都市国際会議島原大会実行委員会・島原市民文化講座
　　　　　・島原市教育委員会
共　　催：島原文化連盟

日　時

会　場

入場無料


